
魚種（海域）：マツカワ（北海道～常磐以北太平洋海域） 

担当水試：栽培水産試験場(吉村圭三) 

要約 

評価年度：2019 年度（2019 年 4 月～2020 年 3 月） 

2019 年度の漁獲量：147 トン（前年比 0.80） 

資源評価の指標 資源状態 資源動向 

漁獲量 中水準 横ばい 

2019 年度は一部海域の漁獲量が未集計で解析を行えなかったため，緊急措置として漁

獲量を資源評価の指標とした。2019 年度の暫定漁獲量・金額は 147 トン・1.8 億円で，

2008 年度以降では最低水準となった。2017 年度の種苗放流数が種苗生産不調のため計画

の 1/10 以下となったことにより，漁獲の主体となる 2 歳魚が大幅に減少したことが原因

と考えられた。2020 年度も同様に 3 歳魚が大幅に減少すると予想され，漁獲量の速やか

な回復は見込まれないことから，資源動向を横ばいとした。漁獲物のほとんどが放流魚と

考えられるが，近年天然稚魚が発見されるなど自然再生産の活性化が示唆されている。種

苗放流事業の採算性向上，自然再生産の増大等が課題である。 

１．資源の分布・生態的特徴 

(1)分布・回遊

北海道では大部分が太平洋海域で漁獲されるが，他海域でも若干漁獲がある。本州では

主に常磐以北の太平洋海域に分布する。分布水深は 5～400ｍ。広域の産卵回遊を行うこ

とが近年，明らかにされた 1-3)。雌雄の成魚は成熟の進行に伴い北海道太平洋沿岸から産

卵場である常磐（福島・茨城県）沖まで南下し，産卵後再び北海道沿岸まで北上すること

が実証されている。 

(2)年齢・成長(加齢の基準日：4 月 1 日)

（2007～2018 年栽培・釧路・函館水試，青森県・福島県・茨城県水試測定資料） 

(3)成熟年齢・成熟体長

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳
オス 17 30 38 44 48 51 - -
メス 17 30 41 49 56 61 65 69
オス 64 354 798 1,278 1,701 2,053 - -
メス 56 370 979 1,794 2,709 3,650 4,543 5,348

満年齢

全長（cm）

体重（g）
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・オス：成熟開始年齢 2 歳，50％成熟は 3 歳，全長 39cm 

・メス：成熟開始年齢 3 歳，50％成熟は 4 歳，全長 54cm 

（2008～2014 年の 10～12 月における栽培・釧路・函館水試，青森県・福島県・茨城県水

試測定資料） 

 

(4)産卵期・産卵場 

・産卵期：2～4月（盛期3月） 

・産卵場：常磐沖水深250～300ｍ，水温4～8℃ 

 

2.漁業の概要 

 

（1）操業実勢 

  

以下の記述における海域区分は次のとおり。 

・全道：北海道全域 

・えりも以西：函館市南かやべ～えりも町沖の太平洋海域 

・えりも以東：広尾町～納沙布岬の太平洋海域および根室海峡 

・その他北海道：えりも以西・以東以外の北海道海域 

・本州：青森県～茨城県沖の太平洋海域 

全道では刺し網および定置網による漁獲が主体で，前者では沿岸のカレイ刺し網，沖

合のすけとうだら刺し網等，後者では沿岸の小定置網，春・秋さけ定置網等で漁獲され

る。このため漁獲水深は 5～300m と幅広い。えりも以西では 4～6 月と 10～12 月の刺し

網，えりも以東では 10～11 月の定置網による漁獲が特に多い（表 1，図 1～3）。 

本州では沿岸漁業でも若干漁獲されるが，大部分は沖合底曳き網による。後者では 1～

4 月の常磐沖，水深 200～350m が主漁場である。ただし，最も漁獲の多かった福島県の沖

合底曳き網漁業が 2011 年の震災以降，休漁または試験操業中であるため，近年の本州に

おける漁獲量は少ない（表 1，図 1～3）。 

 

(2)資源管理に関する取り組み 

えりも以西では，共同漁業権行使規則（2005.9），資源管理協定（2016.4 更新），海区

委員会指示（2006.8）により，全長 35cm 未満の個体を海中還元し，未成魚を保護する方

策が定められている。えりも以東では，十勝および釧路振興局管内の各漁協で自主的に同

様の措置が講じられている。 

　漁業 　漁期 　主漁場 　主要漁業 　着業隻数（2018年）

　沿岸漁業  4～12月 　北海道の太平洋沿岸 　刺し網，定置網，底建網，こぎ網 　混獲が大部分のため不明

　沖合底曳き網 　1～4月 　常磐以北の太平洋 　かけまわし，トロール 　青森県～茨城県 計96隻
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３．漁獲量および努力量の推移 

(1)放流数と漁獲量 

北海道における 100 万尾規模の人工種苗放流事業は，えりも以西を対象に 2006 年度か

ら開始された。先行して試験放流を行ってきたえりも以東と合わせ，年間 89 万～149 万

尾（2017 年度を除く）が放流された（図 4）。放流は 8～11 月に両海域合わせて約 50 地

点で行われ，2019 年度は全長 73～133mm の種苗が 1 地点あたり平均 2.3 万尾，計 117 万

尾放流された。ただし，2017 年度は種苗生産機関である北海道栽培漁業振興公社におけ

る著しい生産不調のため，23 地点（うちえりも以東 1 地点）から計 7.0 万尾（0.5 万尾）

の放流に留まった（図 4）。なお，種苗生産技術開発および放流事業の経緯は萱場 4)によ

り詳述されている。 

1994 年以前の全道における漁獲量は断片的な情報しかない。日高および十勝振興局管

内の三漁協における 1965 年以降の資料によると，1970 年代前半までは一漁協で最大 50

トン台の漁獲があったが，1970 年代後半から急減し，1980 年代には合わせて 1 トン未満

となった。統計が整備された 1994 年度においても全道の漁獲量は 1 トン台であったが，

試験放流に伴い徐々に増加し，2003 年度には 11 トンとなった。最初の大規模放流群

（2006 年度放流群）が 2 歳に達した 2008 年度に漁獲量は 134 トンまで急増し，2009～

2018 年度以降は 150～190 トンで推移した。本州の漁獲量は全道と同様に推移し，1990 年

代には 1 トン未満～1 トン台であったものが 2000 年代に徐々に増加，2008～2010 年に 20

～30 トン台まで急増した。しかし 2011 年の震災以降は減少し，近年は 10 トン未満とな

る年が多い（表 1，図 1）。2019 年度の暫定漁獲量は，全道で 134 トン（一部海域は未集

計），本州を合わせると 147 トンで，いずれも 2008 年以降では最低水準となった。これ

は，後述するように 2017 年度の放流数が少なかったことが主因と考えられる。暫定漁獲

金額は全道 1.77 憶円，本州を合わせて 1.84 憶円であった。平均単価は 1,249 円/kg で，

2018 年度（1,217 円/kg）をやや上回った（表 1）。 

 

(2)漁獲努力量 

マツカワを主対象とした漁業はほとんどないため，漁獲努力量を正確に把握すること

は困難である。 

 

４.資源状態 

(1)現在までの資源動向 

・年齢別漁獲尾数 

2019 年度の総漁獲尾数等は，上述のとおり一部海域の漁獲統計が得られていないため，

未集計である。2002～2007 年度の総漁獲尾数は 1.5 万～7.2 万尾で推移したが，大規模放

流群が 2 歳に達した 2008 年度に 19 万尾まで急増，2009 年度には 22 万尾に達した。2010
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年度以降はやや減少し，15 万～17 万尾で推移している。年齢構成をみると 2009 年度まで

は，ほとんどが 2 歳および 3 歳であったが，2010 年度以降，4 歳以上が徐々に増加し，

2015 年度以降は約 3 万尾，漁獲の 20％前後を占めている（図 5）。 

2019 年度の漁獲量減少要因について，集計が完了しているえりも以西の年齢別漁獲尾

数を用いて検討した（図 6）。えりも以西における近年（2016～2018 年度平均）の年齢別

漁獲尾数を月別にみると（図 6 上），2 歳が周年 20％以上を占め，特に 10～12 月には

50％以上まで増加するのに対し，2019 年度は 2 歳が著しく少なく，周年 15％以下であっ

た（図 6）。2019 年度に 2 歳となるのは上述のように種苗生産不調だった 2017 年放流群

であることから，放流数の大幅減が漁獲量減少の主因であると推察された。同様に，2020

年度には 3 歳の漁獲が大幅に減少し，特にその割合が高い 4～6 月の漁獲量に大きな影響

が及ぶと予想される。 

・年齢別資源尾数と漁獲割合 

2019 年度の資源尾数については，一部海域の年齢別漁獲尾数が未集計であるため，未

計算である。総資源尾数は 2002～2006 年度まで 7 万～16 万尾であったが，大規模放流群

が加入した 2007 年度に 60 万尾，2008 年度に 86 万尾まで急増した。2009～2017 年度は

80 万尾前後で推移したが，2018 年度は 1 歳（放流数が激減した 2017 年級群）の加入が極

めて少ないことにより総資源尾数は 47 万尾に急減した（図 7）。 

雌雄別の資源尾数をみると，雌雄比は概ね 1：1 で推移しているが，2016～2018 年度は

雄に偏った傾向がみられ 56～59％を雄が占めた（図７）。マツカワは種苗生産において

性比の変動が起こりやすく，2013～2016 年度に生産された種苗は雄に偏っていた 5)。漁

獲物の性比をみても（図 14）当該年生まれの個体は雄が多いことから，種苗の性比が資

源の性比に反映されたと考えられた。 

年齢構成の推移をみると，雌雄ともに 2009 年度まではほとんどが 1～3 歳であったが，

2010 年度以降 4 歳以上が徐々に増加し，2017 年度は雄で計 2.8 万尾（5.6％），雌では計

4.8 万尾（14.2％）に達している（図 7）。 

漁獲割合の推移を雌雄・年齢別にみると（図 8），2 歳の漁獲割合は雌雄ともに 2008

年度の 40％台から 2012 年度以降は 25％前後まで低下した。さらに雌の 3・4 歳でも同様

の減少傾向がみられ，近年は 30～40％程度となっている。 

・年齢別資源重量 

2019 年度の資源重量については未計算である。総資源重量は 2007 年度まで 100 トン未

満であったが，2008 年度に 253 トン，2009 年度には 327 トンまで急増した。2012 年度以

降はさらに増加し，2015～2017 年度に 400 トン以上に達した（図 9）。2018 年度は，上

述のように 1 歳となる 2017 年放流群の加入が著しく少なかったため総資源重量は 383 ト

ンに減少したが，2 歳以上はそれまで同様の水準を維持している。年齢構成をみると，

2012 年度以降 4 歳以上の重量が明瞭に増加し，2015 年度以降は計 100～150 トンに達して

いる。このことは，上述のように 4 歳以上の雌資源尾数の増加に対応している。また，
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1.(3)に示したように産卵雌親魚は 4 歳以上が主体であることから，近年における産卵量

の増加を示唆している。 

 

(2)2019 年度の資源水準：中水準 

2019 年度の資源重量が未計算であるため，漁獲量（2019 年度は暫定漁獲量）により資

源水準を判断した。2009～2018 年度における平均漁獲量を 100 とする指数を用い，100±

40 の範囲を中水準，その上下をそれぞれ高水準，低水準とした。2019 年度の資源水準指

数は 79 で中水準と判断された（図 10）。なお，2019 年度は一部海域の漁獲量が未集計で

あるが，未集計分は全体の 5％未満と予想されるため，これを加えても資源水準の判断が

変更される可能性は低いと見込まれる。 

 

   (3)今後の資源動向：横ばい 

2018 年度および 2019 年度の放流が概ね順調に行われたことから，2020 年度の 2 歳お

よび 1 歳の資源重量はこれまでの水準に回復することが見込まれる。従って，2020 年度

は 2 歳の漁獲量は大きく増加するが，3 歳（放流数が激減した 2017 年度放流群に相当）

の漁獲量は大幅に減少すると予想される。全体として，2020 年度の漁獲量は 2019 年度か

らの速やかな回復は期待できないことから，資源動向を横ばいとした。 

 

５.資源の利用状況 

現在漁獲されているほとんどの個体には人工種苗特有の無眼側着色や鰭条紋の乱れ 4)が

観察されることから，放流魚由来であると考えられる。大量放流群の加入当初は 2 歳およ

び 3 歳の漁獲割合が高く（図 8）未成魚主体の漁獲であったが，近年は産卵親魚となる 4

歳以上の漁獲尾数が増加していることから（図 5），合理的な資源の利用に向かいつつあ

ると評価される。これには，上述の 35cm 未満の漁獲制限も大きな役割を果たしてきたと

考えられる。なお，2019 年度の漁獲物標本には例年大きな割合を占める 2 歳がほとんど

含まれていなかったことから，2017 年度の放流数激減により加入が少なかった 2 歳への

漁獲圧が高まった徴候は認められなかった。 

さらに近年，えりも以西・以東で初めて天然稚魚が発見され 6)，漁獲物中にも天然発生

と考えられる個体が観察されるようになっていること 7)から，産卵親魚量の増加（図 9）

に伴って自然再生産が活性化していることが示唆される。現状では放流により造成された

資源を直接利用しているが，今後は漁獲を継続しながらも資源の自立再生が可能となる条

件と管理方策を明らかにする必要があり，そのためには天然魚のモニタリング手法の確立

が急務となる。なお，具体的な管理方策については，種苗放流経費を負担する漁業者団体

を始め，各県を含む関係団体の合意のもとに推進される必要がある。 

大量放流群の 1 歳までの推定生残率（図 11）は 26～43％，漁獲回収率（2006～2012 年

放流群）も 12.2～18.9％の高い水準で推移していることから（図 12），人工種苗放流に
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よる資源添加効率は極めて高い。しかし，放流事業の経済的自立を図る上で，漁獲単価の

向上や漁獲回収率の地域差解消，効率化による経費削減等の課題が残されている。 
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評価方法とデータ 

(1)資源評価に用いた漁獲統計（漁獲量） 

 

 

(2)漁獲物の全長組成（市場調査） 

・えりも以西：2002～2010 年度は域内全 37 市場において全長を測定し，月別組成を求め

た。2011～2019 年度は同市場の荷受け重量を尾数で除した個体重量を全長－体重関係式

（月別または半期別）により全長に変換した。ただし，室蘭公設市場では月 1～3 回の割

合で全長を実測した。 

・えりも以東：十勝，釧路振興局管内 7 市場では主要漁業を対象に，全長の実測または個

体重量からの変換により，根室振興局管内 8 市場では周年，個体重量からの変換により全

長組成を求めた。 

・本州：下表の資料に基づいて 2002～2019 年度の全長または年齢組成を推定した。2019

年度は青森県八戸魚市場において月 1～9 回の割合で全長を実測した。 

 

 

(3)年齢と全長との関係，全長別の雌確率（漁獲物標本） 

2007～2019 年度の漁獲物標本（全道，青森，福島，茨城県）における年齢－全長関係

を①式(表 2)で表し，雌雄別にパラメータを最尤推定した（表 3，図 13）。ここで，全長

は正規分布し，標準偏差は平均に伴い線形的に増加すると仮定した。同標本の雌雄別全

長を用いて，全長に対する雌確率を，応答変数に二項分布を仮定した一般化線型モデル

または一般化加法モデルにより半期別に求めた。なお，同標本における性比は生年によ

り変動し（図 14），当該年度に生産された人工種苗の性比 5）と強い相関が認められたこ

とから（p<0.001），全標本に基づく雌確率に加えて，年度別の標本に基づく雌確率を求

めた。 

 

(4)年齢別漁獲尾数 

年齢別漁獲尾数は，それぞれ 8 小海区（えりも以西），各振興局管内における延べ 16

海域 集計範囲 年度 集計元 備考

1994-2005  水産指導所集計

2006-2007  北海道栽培漁業振興公社集計

2008-2019  漁業生産高報告  2019年度は水試集計速報値

 えりも以東  十勝・釧路・根室 1994-2019  水産指導所・釧路水試集計  2019年度は水試集計速報値

 その他北海道  えりも以西・以東以外 1994-2019  えりも以西と同様  2019年度は水試集計速報値

 本州  青森～茨城県 1994-2019  青森・岩手・宮城・福島・茨城県水試集計

 南かやべ以北の渡島
 胆振・日高

 えりも以西
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漁業種（えりも以東），海域全体（本州）を単位とし，月別に算出した。Baba et al.8)

の方法により ，(3)で求めた年齢－全長関係および雌確率を用いて，(2)で求めた漁獲物

の全長組成から，雌雄別の年齢確率を算出し，それぞれの単位における漁獲尾数（漁獲量

/平均体重）を乗じることにより年齢別漁獲尾数とした。漁獲全長制限（35cm）が実施さ

れている海域については切断正規分布を用いて尤度を与えた。2006～2019 年度のえりも

以西については，性比の年変動を反映させる目的で年度別の雌確率を用いるとともに，放

流数の差を反映させる目的で，各年度の放流数を用いて当該年齢の事前確率に重み付けし

た。 

 

（5）資源尾数および重量 

年齢別資源尾数はコホート解析 9-11)により雌雄別に算出した。最高齢はそれぞれ雌 7 歳，

雄 6 歳のプラスグループとした。資源尾数を以下の(1)式，最終年および最高齢の資源尾

数を(2)式，漁獲死亡係数を(3)式により算出した。 
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ここで，Na,,yは a 歳の y 年度の資源尾数，C は漁獲尾数，M は自然死亡係数，F は漁獲

死亡係数を示す。最高齢の F は 1 歳下の F に等しく，最終年の F は直近 3 年の平均とし，

これらを満たす F を MS-EXCEL のソルバーを用いて探索的に求めた。プラスグループを補

正するため（4）式により最高齢の資源尾数を求め，得られた結果を再計算した。最終年

の 1 歳資源尾数は，前年の放流数に 1 歳までの平均生残率（表 2）を乗じた尾数に置き換

えた。得られた年齢別資源尾数に雌雄・年齢別平均体重を乗じて資源重量とした。解析に

用いた他のパラメータを表 2 に示した。 
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図4 北海道におけるマツカワ放流尾数の推移

図2 マツカワ海域別・漁法別漁獲量の比率
（2014～2018年度平均）

図3 マツカワ月別漁獲量
（2014～2018年度平均）

図1 マツカワ漁獲量と漁獲金額の推移
（2019年度の一部海域は未集計）

表1 マツカワ漁獲量・金額・平均単価の推移（海域区分は本文を参照）
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図5 マツカワ年齢別漁獲尾数の推移 (北海道～本州合計）

0

5

10

15

20

25

2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018

年
齢
別
漁
獲

尾
数

（
万
尾

）

年 度

北海道～本州 合計
6歳以上

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

図6 えりも以西におけるマツカワ月別年齢別漁獲尾数

(上：2016～2018年度平均，下：2019年度)
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図9 マツカワ年齢別資源重量の推移

図8 年齢別漁獲割合の推移（左：雄，右：雌）

漁獲割合： 漁獲尾数/資源尾数
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図7 マツカワ年齢別資源尾数の推移

(上：雌雄計，下左：雄，下右：雌，）
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図12 漁獲回収率（累積漁獲尾数/放流尾数）の推移

2006～2012年級群は6歳まで，2013年級群以降は順に5，4，3歳まで

図11 1歳までの生残率（1歳資源尾数/放流尾数）の推移
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図10 マツカワ資源水準 (資源状態を表す指標：漁獲量）

基準年：2009～2018年度．2019年度は暫定漁獲量による推定値
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図13 マツカワの年齢－全長関係（左：雄，右：雌． 破線は95％信頼区間）

表2   解析に使用した値および計算方法

表3 推定された成長式パラメータ

図14 漁獲物標本の生年別雌比率．エラーバーは95％信頼区間
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L ｔ ： ｔ歳における全長(mm)

L∞ ： 極限全長

k ： 成長係数

ｔ 0 ： 全長が0になる仮定上の年齢

F(t) ： 季節成長を導入するための関数

A ： 季節成長の振幅に関する係数

ｔ 1 ： 季節成長の位相に関する係数

σ (t) ： 標準偏差

α 1 ： 標準偏差の切片

α 2 ： 標準偏差の傾き

項目 値または計算方法 備考

　成長式（mm） 　①式：　季節変化を考慮したバータランフィ曲線

　自然死亡係数（寿命） 　雄：M=2.5/寿命（7歳）　　雌：M=2.5/寿命（8歳） 　田内・田中の方法11）

　1歳における生残率 　1歳資源尾数/放流尾数　2011～2016年級平均値 　2013年級を除く

性別 L∞ k ｔ 0 A ｔ 1 α 1 α 2 備考

雄 481.3 0.635 0.413 1.836 1.479 31.88 1.022

雌 835.1 0.216 0.038 1.676 1.390 30.44 5.530
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